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調
査
研
究
会
に
お
い
て
報
告
さ
れ
た
地
域
産
業
の
育

成
・
支
援
に
向
け
た
取
組
事
例
、
及
び
当
財
団
が
ヒ
ア
リ

ン
グ
等
に
よ
り
取
り
ま
と
め
た
地
域
金
融
機
関
の
取
組
事

例
等
を
紹
介
す
る
。

1
市
町
村
の
首
長
等
と
の
き
め
細
か
な
意
見
交
換
を 

通
じ
た
地
域
課
題
の
解
決

「
山
陰
合
同
銀
行
」

　

山
陰
合
同
銀
行
は
、
鳥
取
県
・
島
根
県
を
地
盤
と
す
る

地
方
銀
行
で
あ
り
、
両
県
の
ほ
か
島
根
県
19
市
町
村
中
の

13
市
町
村
、
鳥
取
県
19
市
町
村
中
12
市
町
村
の
指
定
金
融

機
関
と
な
っ
て
お
り
、
両
県
と
の
関
わ
り
は
強
い
。
平
成

26 （
２
０
１
４
）
年
に
は
両
県
全
市
町
村
の
首
長
と
ま
ち

づ
く
り
、
6
次
産
業
化
、
福
祉
・
介
護
の
3
つ
の
テ
ー
マ

で
意
見
交
換
を
実
施
し
、
そ
の
中
で
既
存
公
共
施
設
の
老

朽
化
に
対
す
る
除
却
・
利
活
用
方
法
な
ど
の
課
題
が
示
さ

れ
た
。

　

地
域
産
業
の
育
成
・
支
援
で
は
、
企
業
誘
致
に
関
す
る

連
携
を
含
め
た
包
括
協
定
を
2
県
6
市
2
町
と
締
結
し
て

い
る
ほ
か
、
地
域
支
店
網
、
外
部
連
携
先
な
ど
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。
以
下
の
事
例
は
、
当
行
の
山
陽
、
山
陰

に
ま
た
が
る
店
舗
網
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
そ
れ
ぞ

　

地
域
産
業
や
経
済
を
取
り
巻
く
状
況
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
中
、
地
域
に

と
っ
て
民
間
事
業
活
動
の
活
性
化
を
テ
コ
に
産
業
振
興
を
図
る
こ
と
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
と
「
運
命
共
同
体
」
の
関
係
に
あ
る
地
域
金

融
機
関
が
、
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
協
力
協
定
の
締
結
や
地
域
振
興
に
関

す
る
専
門
部
署
の
設
置
な
ど
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
産
業
振

興
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い
る
。

地
域
総
合
整
備
財
団
〈
ふ
る
さ
と
財
団
〉
は
、
ふ
る
さ
と
融
資
の
活
用
に

際
し
て
の
支
援
等
を
通
じ
、
地
方
公
共
団
体
、
金
融
機
関
及
び
事
業
者
と
密

接
な
関
係
を
有
し
て
お
り
、
今
回
「
地
方
公
共
団
体
と
金
融
機
関
と
の
連
携

の
在
り
方
」
等
を
主
な
論
点
と
し
て
、
金
融
機
関
の
参
画
を
得
て
地
域
産
業

の
育
成
・
支
援
に
関
す
る
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

本
事
業
で
は
、
金
融
機
関
に
お
け
る
地
域
産
業
振
興
に
向
け
た
取
組
事
例

や
地
方
公
共
団
体
と
金
融
機
関
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を
取
り

上
げ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
①
地
域
の
首
長
等
と
の
面
談
を
通
し
て
地
域

課
題
を
把
握
し
そ
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
、
②
様
々
な
融

資
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
を
通
し
て
地
域
産
業
を
支
援
し
て
い
る
事

例
、
③
地
域
に
と
っ
て
今
後
有
望
と
な
る
で
あ
ろ
う
農
業
の
再
生
支
援
を

行
っ
て
い
る
事
例
、
④
新
規
産
業
の
創
出
支
援
に
取
り
組
む
事
例
な
ど
で
あ

る
。

　

各
地
域
に
お
い
て
中
核
を
成
す
産
業
や
新
規
産
業
等
を
育
成
・
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
地
方
創
生
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
担
い
手
で
あ
る
民
間

事
業
者
の
み
な
ら
ず
、
支
援
の
主
体
と
な
る
地
方
公
共
団
体
、
さ
ら
に
は
金

融
機
関
と
の
連
携
し
た
取
り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
報
告
書
で
取
り
上
げ
た
金
融
機
関
と
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
・
協
調

に
よ
る
地
域
産
業
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
等
を
、
今
後
の
地
方
創
生
に
向

け
た
施
策
の
立
案
な
ど
に
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

平成 26 年度 

地域産業の育成・支援に関する調査研究事業

報 告 書

金
融
機
関
に
よ
る 

地
域
産
業
育
成
・
支
援
の
取
り
組
み
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れ
の
取
引
先
ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
等
を
組
み
合
わ
せ
販
路
拡

大
に
つ
な
げ
た
も
の
で
あ
る
。

起
業
家
育
成
の
点
で
は
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
度

に
「
ご
う
ぎ
ん
起
業
家
大
賞
」
を
創
設
。「
地
域
の
賑
わ

い
創
出
部
門
」
と
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
部
門
」
を

設
置
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
募
集
、
審
査
を
行
い
受

賞
者
を
選
定
。
最
優
秀
受
賞
者
に
は
事
業
化
支
援
資
金

（
１
０
０
万
円
）
を
贈
呈
し
、
そ
の
他
提
案
団
体
の
う
ち

20
団
体
程
度
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。

2
融
資
・
投
資
・
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
に
よ
る
支
援

「
日
本
政
策
投
資
銀
行
」

 　

日
本
政
策
投
資
銀
行
は
、
第
3
次
中
期
経
営
計
画
の

3
つ
の
柱
の
1
つ
と
し
て
「
地
域
に
応
じ
た
活
性
化
」
を

あ
げ
、
地
域
に
お
け
る
革
新
的
プ
ラ
ン
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
事
業
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
地
域
産
業
の
成
長
支

援
で
は
、「
地
域
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、「
評
価
認
証
型
金

融
」
等
の
融
資
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
支
援
を
推
進
し
て

い
る
。「
地
域
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
地
域
の
強
み

と
潜
在
力
を
生
か
し
た
成
長
を
金
融
面
・
情
報
面
か
ら
サ

ポ
ー
ト
し
て
お
り
、
ま
た
、「
評
価
認
証
型
金
融
」
で
は
、

環
境
に
配
慮
し
た
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
や
従
業

蒟蒻製造メーカー

ＪＡ 行政当行

蒟蒻生産者
（地元農業者）

山陽 山陰
④原料供給

③生産者調整・
　技術指導

②産地形成への取り組み提案

①ニーズ聴取
展開協議

■メーカーサイドのニーズに即応。営業店・本部が一体となりスピード感を持って対応。
■生産者を纏めるJA及び地元行政とも連携を図ることで、様々な調整をブレークスルーさせることができた。

【成功のポイント】

産地名の入っ
た新商品が
販売開始！

■広域店舗のネットワークを活用した新商品創造事例

・成長を牽引する食のバリューチェ
ーン強化
・魅力を発信する観光産業の発展
・持続的成長を支える環境・インフ
ラの構築

・人口／産業集積をフルに活かした
新規市場創造事業

・地域事情に応じたインフラの整備
更新

・ものづくり産地等においてグロー
バル化に対応し競争力強化に資す
る事業

北海道エリア
（北海道）

・“新しい東北の産業創成”プログラ
ム

東北エリア
（青森／岩手／宮城／秋田／山形／福島）

関東甲信エリア
（茨城／栃木／群馬／埼玉／千葉／東京

神奈川／山梨／長野）

・「心・技・体」で北陸地域を元気
に

北陸エリア
（富山／石川／福井）

・中国地域をもっと元気にする
「三本の矢！」

中国エリア
（鳥取／島根／岡山／広島／山口）

・南九州「食、健康、環境・エネル
ギー」先進地域化プロジェクト

南九州エリア
（宮崎／鹿児島／沖縄）

・食とものづくりの付加価値戦略の推進

新潟エリア
（新潟）

・次世代産業創出支援プログラム
・バリューチェーンコア企業成長支
援プログラム

・南海トラフ巨大地震対策支援プロ
グラム

東海エリア
（岐阜／静岡／愛知／三重）

・アジアの玄関口・九州の地域力強化
・九州地域の新たな成長エンジンの創
造
・独自の成長戦略を有する地場企業の
競争力強化

九州エリア
（福岡／佐賀／長崎／熊本／大分）

・先端ものづくり企業サポートプログ
ラム
・商業・物流活性化サポートプログラ
ム

関西エリア
（滋賀／京都／大阪／兵庫／奈良／和歌山）

・進化する四国ニッチトップ企業応援
プログラム
・造船クラスター強化応援プログラム
・素材アイランド四国応援プログラム

四国エリア
（徳島／香川／愛媛／高知）

地域の強みと潜在力を活かした成長を、金融面・情報面から支援する当行独自の取組

■各エリアにおける地域元気プログラム
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員
の
健
康
配
慮
へ
の
取
り
組
み
に
優
れ
た
企
業
な
ど
を
選

定
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
地
域
金
融
機
関
や
専
門
機
関
と
連
携
し
て

フ
ァ
ン
ド
を
組
成
し
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
を
供
給
す
る
こ
と

に
よ
る
地
域
企
業
の
事
業
再
生
、
成
長
支
援
等
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
公
有
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ

分
野
な
ど
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
を
通
じ
た
地
方
公
共

団
体
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
、
新
し
い
「
知
」
を
創
造
し

て
い
く
取
り
組
み
、
地
域
課
題
解
決
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

構
築
支
援
も
行
っ
て
い
る
。
更
に
は
、
人
口
減
少
社
会
に

お
け
る
持
続
可
能
な
地
域
経
営
の
方
向
性
等
、
各
種
課
題

を
踏
ま
え
た
提
言
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

女
性
起
業
の
支
援
に
向
け
て
は
平
成
23
（
２
０
１
１
）

年
に
女
性
起
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
、
女
性
経
営

者
の
起
業
活
動
に
対
し
、
資
金
、
起
業
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
等
の
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
一
環
と
し
て
女
性
経
営
者
を
対
象
と
し
た
「
Ｄ

Ｂ
Ｊ
女
性
新
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
を

実
施
し
、
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
12
月
に
募
集
開
始
し

た
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
第
4
回
を
迎
え
て
い
る
。

 

3
有
望
で
魅
力
あ
る
農
業
セ
ク
タ
ー
の
再
生
支
援

「
み
ず
ほ
銀
行
」

み
ず
ほ
銀
行
は
、
地
方
再
生
に
お
い
て
も
重
要
な
セ
ク

タ
ー
と
な
る
「
農
業
再
生
」
に
力
を
注
い
で
い
る
。「
農

業
再
生
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
理
由
の
一
つ
は
、
農
業
は

「
成
長
産
業
」
で
あ
り
、「
輸
出
産
業
」
に
な
る
と
み
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
世
界
人
口
の
増
加
や
肉
食
の
普
及
に
よ

り
食
糧
と
飼
料
の
需
要
は
増
加
し
て
お
り
、
世
界
的
に
は

農
業
生
産
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン

ス
や
イ
タ
リ
ア
の
例
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
農
業
・
食
料

関
連
は
外
貨
獲
得
の
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
が
、
日
本
の
食
文

化
や
農
産
物
の
品
質
な
ど
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
か
ら
み
て
現

在
の
日
本
の
農
業
・
食
料
関
連
輸
出
は
過
小
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
生
産
技
術
、
栽
培
技
術
、
品
種
な
ど
多
く
の
強
み

を
持
っ
た
分
野
で
あ
り
、
国
内
企
業
か
ら
み
て
農
業
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
余
地
は
大
き
く
有
望
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
左
上
の
図
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
規
模
の
拡
大
、
若

年
就
農
者
の
呼
び
込
み
や
専
業
度
を
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
下
、
み
ず
ほ
銀
行
は
、
競
争
力
強
化

に
向
け
た
「
仕
組
み
」
構
築
、
産
業
知
見
を
活
か
し
た
「
政

策
提
言
」
に
取
り
組
む
ほ
か
、（
株
）
農
林
漁
業
成
長
産

平成 26 年度 地域産業の育成・支援に関する調査研究事業 報 告 書

（出所）農林水産省ＨＰ，農林業センサス等よりみずほ銀行産業調査部作成

平均耕地
面積

40歳未満
就農比率

主業・準主業
農家比率

1.96ha/戸 7.1% 45.9%

小さな
事業規模

増えない
若年就農者

低い
専業度

事業規模
の拡大

若年就農者
の増加

専業度
の高まり

大規模化 若年化 専業化

一人当たり
GDP

低収益で
補助金頼み

177万円/人

負の
スパイラル

正の
スパイラル

経営規律導入
＋

規制緩和

高収益で
自律した産業

94%
説明可能

農業の競争力強化のための３要素

1 2 3

案件概要

投資先名 ㈱あおもり海山

所在地 青森県西津軽郡深浦町

出資決定額

㈱ホリエイ 80百万円
㈱エー・ピーカンパニー 20百万円
とうほくのみらい応援ファンド 100百万円

合計資本金 200百万円

事業内容
青森県深浦町にて夏期に漁獲されるクロマグロを、
柵加工・冷凍加工して需要期に新たな販路拡大を推
進する事業 マグロの冷凍設備・加工

設備を導入、販路拡大

冷凍・加工施設

（出所）みずほ銀行産業調査部作成

日
本
の
農
業
の
現
状

目
指
す
べ
き
方
向
性

■農業の競争力強化に向けた 3 要素と目指すべき方向

■あおもり海山の取組（投資事例）
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業
化
支
援
機
構
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間
金
融
機
関
等
と

の
連
携
に
よ
り
各
地
域
で
設
立
さ
れ
て
い
る
農
林
漁
業
6

次
産
業
化
フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資
を
通
し
て
農
業
セ
ク
タ
ー

の
再
生
を
支
援
し
て
い
る
。

　

前
ペ
ー
ジ
の
み
ず
ほ
銀
行
が
出
資
す
る
６
次
化
産
業

フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
投
資
事
例
は
、
冷
凍･

加
工
設
備
を
導

入
し
夏
期
に
漁
獲
さ
れ
た
マ
グ
ロ
を
柵
状
態
に
加
工
、
付

加
価
値
を
高
め
、
需
要
期
に
新
た
な
販
路
拡
大
を
推
進
す

る
も
の
で
あ
る
。

4
創
業
支
援
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
へ
の 

支
援

「
新
生
銀
行
」

　

新
生
銀
行
は
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

の
提
供
」
を
基
本
と
し
て
、
顧
客
や
経
済
、
社
会
、
地

域
の
成
長
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
取
り
組
み
で

あ
る
Ｖ
Ｂ
Ｉ
（
Ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ　

Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ  

Ｉ
ｎ
ｉ
ｔ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
）
と
い
う
考
え
方
を
中
期
経
営

計
画
で
掲
げ
、
特
に
「
新
領
域
」
と
「
創
業
支
援
」
の
分

野
に
お
い
て
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
新
領
域
」
で
は
、
主
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中

心
と
し
た
発
電
事
業
へ
の
参
入
を
検
討
し
て
い
る
事
業
者

や
、
そ
の
電
力
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
考
え
方
を
用
い
た
資
金
供

給
を
行
っ
て
お
り
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
や
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
事
業
、
バ
イ
オ
ガ
ス
事
業
な
ど
の
分
野
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
「
創
業
支
援
」
で
は
、
革
新
的
な
技
術
を
有
し
て
い
る
、

あ
る
い
は
事
業
モ
デ
ル
に
優
位
性
が
あ
る
と
い
っ
た
潜
在

的
な
成
長
力
の
あ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
対
し
、
成
長
段

階
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に

加
え
、
人
材
、
機
能
補
完
、
事
業
戦
略
立
案
・
遂
行
支

援
な
ど
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

し
、
企
業
の
成
長
に
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
な
ど
技
術
面
に
は
強
い
が
、
経
営
や
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
が
得
意
で
は
な
い
企
業
に
対
し
て
行
員
を
派
遣
す
る
と

い
っ
た
形
で
の
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

お
り
、
例
え
ば
、
身
体
機
能
を
改
善
・
補
助
・
拡
張
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
を
開
発
・
製
造
・
販
売
す
る
Ｃ
Ｙ
Ｂ
Ｅ

Ｒ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
社
に
対
し
「
ふ
く
し
ま
成
長
産
業
育
成
フ
ァ

ン
ド
」
を
通
じ
た
投
資
を
行
っ
て
い
る
。

5
そ
の
他
地
域
金
融
機
関
の
取
組
事
例
等

　

当
財
団
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
地
域
金
融
機
関
に
お

け
る
特
徴
的
な
取
組
事
例
や
地
方
公
共
団
体
と
連
携
・
協

調
し
て
行
っ
て
い
る
施
策
等
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

企
業
誘
致
の
推
進
、
産
学
官
金
連
携
に
よ
る
活
性
化
支

援
、
市
街
地
活
性
化
／
面
的
再
生
支
援
な
ど
様
々
な
分
野

に
お
い
て
地
域
産
業
の
育
成
・
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携
協

力
協
定
に
基
づ
く
支
援
も
多
く
見
ら
れ
る
。

CYBERDINE㈱
〈ファンドを通じて
の出資〉

•2004年6月設立
•筑波大の研究成果を生
かした身体機能を改善
・補助・拡張できる世
界初のサイボーグ型ロ
ボットスーツを開発・
製造・販売。医療・福
祉分野等に活用される。
•福島県郡山市に事業所を有することから、当
行が出資しているふくしま成長産業育成ファ
ンドを通じて2012年11月に株式を取得。
•2014年3月にマザーズ上場。

メガソーラーにおける
プロジェクトファイナンス組成実績

•北海道東部メガソーラー 5MW
•茨城県メガソーラー 40MW
•北海道小清水町メガソーラー 9MW
•静岡県菊川市メガソーラー 17MW
•大分県九重町メガソーラー 25MW
•国内７カ所メガソーラー
　　（ポートフォリオ型） 8MW
•栃木県那須塩原市メガソーラー 25MW
•北海道厚真町メガソーラー 15MW
•山口県光市メガソーラー 20MW

その他、計13件
案件組成によるコミット総額　約 700 億円

2014 年 9 月末現在

■メガソーラーによるプロジェクトファイナンス実績

■創業支援の取組事例
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■地域産業の育成・支援に向けた地域金融機関の取組事例

ポイント・
キーワード 地域金融機関名および主な取組事例

企業誘致の推進 北海道銀行	 �道内の３自治体（栗山町・白老町・当別町）との共催により東京／大手町で食品工場等の立
地を考える企業向けの企業誘致セミナーを実施

第 四 銀 行	 �「NIIGATA SKY PROJECT」ほか､ 新潟県及び市が推進する企業誘致を大学及びその他金融
機関等と連携して支援＊

産学官金連携に 
よる活性化支援

北海道銀行	 �道内４つの工業高等専門学校との連携協定に基づき､ 道内企業による企業説明会や体験交流
会を開催し雇用・就業のマッチングを支援＊

百十四銀行	 �香川大学で世界最先端の研究が進んでいる ｢希少糖｣ を地域資源として捉え、大学・自治体・
金融機関が協働して希少糖関連産業を支援＊

市街地活性化／ 
面的再生支援

北 洋 銀 行	 �北海道新幹線開業を見据え道南エリア ･青函圏の地域活性化に向けた各種施策（JTB北海道
と連携したモニターツアー開催等）を推進＊

静 岡 銀 行	 �地域との連携により静岡市中心市街地の空き店舗対策や伊豆市土肥温泉の観光地活性化など
面（エリア）での地域再生を支援

沖 縄 銀 行	 �名護市中心市街地の活性化事業である映画 ｢がじまる食堂の恋｣ の制作 ･上映に際し映画で
出てきた特産品の開発・販売促進等を支援＊

事業者に対する 
各種ビジネス支援

静 岡 銀 行	 �「公的支援策サポートデスク」の設置や公的創業支援施設「SOHOしずおか」との連携等によ
り事業者の新規創業・経営体質改善をサポート

伊 予 銀 行	 �｢いよぎん西条みらい塾｣ を立ち上げ､ 事業者に起業・創業に関する情報提供を行うと共に西
条市との共催により全７回のセミナーを開催＊

琉 球 銀 行	 �沖縄県内のものづくり企業の活性化および６次産業化を推進するため沖縄県と同行を含む県
内４金融機関が共同で官民ファンドを設立

琉 球 銀 行	 �県内企業に対し、経営力向上を図るため「りゅうぎんビジネスクラブ」の設立、「りゅうぎん
マネジメントスクール」の開校など各種支援を実施

沖 縄 銀 行	 �沖縄県等と連携して全国規模の大型国際商談会「沖縄大交易会プレ交易会」を共催し、県内
企業の販路開拓を支援

｢食｣ ･ ｢観光｣ ･ 
｢農業｣ 分野への
支援

北 洋 銀 行	 �食のイベント「江別フェア＊」・「日高フェア」の開催や北洋大通センターを利用した観光プロ
モーション等により「食」及び ｢観光｣ 産業を支援

第 四 銀 行	 �食・観光・健康の展示商談会「しょくエコプラス」の開催や ｢だいし食品学校・観光学校｣
の開校等により「食」・｢観光｣ 分野の産業振興を支援

百十四銀行	 �香川県庁職員と銀行行員で立ち上げた女性モニターチーム（瀬戸内モニター・ガールズ）に
より着地型観光プランを開発・推進＊

大 分 銀 行	 �銀行の店舗網・情報網等を活用した観光資源の発掘や情報発信、及び「観光応援ファンド」
の創設等により観光産業の活性化を支援

地域産業・地方公
共団体のニーズ 
対応

北海道銀行	 �道内市町村向けに「公共施設マネジメントセミナー」を開催し、公共施設等総合管理計画の
策定等をサポート

伊 予 銀 行	 �地域企業及び自治体のニーズに応えるべく多様なビジネスメニュー毎に専任担当者を複数配
置する等､ ソリューション営業の機能を強化＊

大 分 銀 行	 �連携協力協定に基づき大分県下の４市との間でそれぞれ ｢協議会｣ 及び ｢部会｣ を設置し、
課題解決に向けて定期的な会合を実施＊

＊ ･･･ 地方公共団体等との連携協力協定に基づく支援

　今回は、金融機関による地域産業育成・支援の取り組みに関する報告を掲載したが、ふるさと財団は、様々な
事業を通して地域振興に取り組んでいる。詳しくは、ＨＰに掲載されている「平成２６年度　地域産業の育成・支
援に関する調査研究事業報告書」および同概要版などを参照していただきたい。

（URL：http://www.furusato-zaidan.or.jp/）

平成 26 年度 地域産業の育成・支援に関する調査研究事業 報 告 書
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企業等の新技術や地域資源を活用した
新商品開発等に市町村が支援する場合
には、ふるさと財団がその市町村に補
助金を交付して支援します

デ
ジ
タ
ル
加
飾
の
先
進
技
術
を�

研
究
開
発

伊
勢
金
型
工
業
株
式
会
社

三
重
県
■
伊
勢
市

　
幾
何
学
模
様
や
ま
る
で
革
張
り
の
よ
う
な
高

級
感
あ
ふ
れ
る
樹
脂
部
材
を
作
る
金
型
を
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
コ
ス
ト
で
提
供
す
る
加
飾
技
術
の

開
発
に
成
功
し
た
金
型
製
造
会
社
が
三
重
県
伊

勢
市
に
あ
り
ま
す
。
職
人
芸
に
頼
ら
ず
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た
も
の
で
す
が
、
欧
州
の

金
型
メ
ー
カ
ー
に
も
負
け
な
い
技
術
レ
ベ
ル
に

達
し
、
国
内
の
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
採
用

さ
れ
た
ほ
か
国
内
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
引
き
合

い
も
順
調
で
す
。
今
回
は
こ
の
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。

積
極
的
に
海
外
展
開

　

金
型
は
、
金
属
や
樹
脂
の
素
材
を
塑
性
加
工

や
射
出
成
型
な
ど
に
よ
っ
て
製
造
す
る
た
め
の

型
で
す
。
自
動
車
も
電
化
製
品
も
金
型
が
な
い

と
製
品
は
作
れ
ま
せ
ん
。
消
費
者
は
で
き
あ

が
っ
た
製
品
に
は
高
い
関
心
を
持
っ
て
も
、
金

型
に
は
あ
ま
り
関
心
を
持
ち
ま
せ
ん
。し
か
し
、

実
は
も
の
づ
く
り
の
陰
の
主
役
で
、〝
工
業
製

品
の
親
〟
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　

目
的
の
製
品
に
応
じ
て
金
型
も
分
か
れ
、
金

⃝

新 技 術
×

地域資源
開発補助事業

地域産業の育成と発展を支援

製作された金型。 
すべてオーダーメイドです
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型
製
造
会
社
も
そ
れ
ぞ
れ
扱
い
分
野
が
決
ま
っ

て
き
ま
す
。
精
密
な
金
型
は
１
０
０
０
分
の
1

㍉
、
つ
ま
り
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
の
世
界
。
し

か
も
金
型
の
善
し
悪
し
で
商
品
の
出
来
映
え
が

決
ま
っ
て
き
ま
す
か
ら
メ
ー
カ
ー
の
要
求
は
厳

し
く
、
高
度
な
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
取
り
上
げ
る
伊
勢
金
型
工
業
は
、
自
動

車
、
電
装
部
品
の
射
出
成
形
金
型
の
設
計
や
製

作
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
新
鋭
の
5
軸
加

工
機
を
導
入
し
、
フ
ル
3
次
元
（
３
Ｄ
）
設
計

に
対
応
す
る
な
ど
高
い
技
術
力
を
誇
っ
て
き
ま

し
た
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
現
地
生
産
化
に

伴
っ
て
積
極
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
進
め
て

お
り
、
日
本
の
本
社
の
ほ
か
に
中
国
2
カ
所
と

北
米
に
工
場
を
持
ち
、
タ
イ
、
メ
キ
シ
コ
に
も

進
出
し
て
い
ま
す
。
中
国
の
工
場
は
１
０
０
人

を
超
え
る
従
業
員
を
抱
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
て
海
外
工
場
の
生
産
規
模
が
拡
大

す
る
に
つ
れ
て
、
本
社
で
は
国
際
競
争
力
を
持

ち
、
他
社
に
は
無
い
高
付
加
価
値
の
金
型
製
造

技
術
を
開
発
し
た
い
と
い
う
機
運
が
生
ま
れ
て

き
ま
し
た
。　

デ
ジ
タ
ル
「
シ
ボ
加
工
」
で
デ
ザ
イ
ン
の

自
由
度
拡
大

　

中
川
務
・
取
締
役
製
造
部
長
は
、
自
動
車
の

内
装
な
ど
に
使
わ
れ
る
樹
脂
部
品
の
加
飾
技

術
に
着
目
し
ま
し
た
。
表
面
に
模
様
を
付
け
る

「
シ
ボ
加
工
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
こ
の
言

葉
は
皮
革
業
界
や
繊
維
業
界
で
古
く
か
ら
、
揉

ん
だ
り
し
て
付
け
る
し
わ
を
「
シ
ボ
」
と
言
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
派
生
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
の
平
面
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
模

様
を
施
す
こ
と
で
高
級
感
が
生
ま
れ
ま
す
。
市

場
の
ニ
ー
ズ
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
高
級
感
の

乏
し
い
も
の
は
安
い
」、「
高
級
感
の
あ
る
も
の

は
高
い
」
と
二
分
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

5 軸加工機。5 本の “ 腕 ” が高速、
精密に 24 時間休まず金型を切削し
続けます

複数の幾何学模様など
が自由に製作できます まるで革張り。糸縫いした

かように再現され、高級感
を感じます

デジタル加飾技術で製作されたサンプルを手に説明する
中川務・取締役製造部長
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で
「
高
級
感
が
あ
っ
て
手
頃
な
価
格
」
の
金
型

が
あ
れ
ば
市
場
性
は
必
ず
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
の
加
飾
技
術
は
、
職
人
が
描
い
た

模
様
の
シ
ー
ト
を
金
型
に
貼
り
、
酸
で
金
属
を

模
様
通
り
に
腐
食
さ
せ
る
、「
ケ
ミ
カ
ル
シ
ボ
」

と
呼
ば
れ
る
手
法
が
一
般
的
で
し
た
。し
か
し
、

こ
れ
は
材
料
に
含
ま
れ
る
ク
ロ
ム
が
酸
で
溶
け

出
す
と
い
う
環
境
汚
染
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
職
人
技
は
個
人
差
が
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
の

再
現
性
で
問
題
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
難
し

い
模
様
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
高
額
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
を
実
現
す
れ
ば
、
Ｃ
Ｇ
ソ
フ
ト

を
使
っ
て
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
も
自
由
に
つ
く
れ

ま
す
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
既
に
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
行
し
て
い
ま
し
た
。
メ
ル
セ
デ
ス
ベ
ン
ツ

や
ア
ウ
デ
ィ
の
車
内
を
見
れ
ば
分
か
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
日
本
で
は
ど
こ
も
デ
ジ
タ
ル
化
に
手

を
付
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
職
人
の

技
術
力
が
高
か
っ
た
た
め
、
職
人
が
き
れ
い
に

シ
ー
ト
を
貼
っ
て
加
飾
加
工
が
で
き
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
し
か
し
、
手
持
ち
の
デ
ザ
イ
ン
は

パ
タ
ー
ン
化
し
て
い
ま
す
か
ら
、
加
飾
し
て
も

似
た
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
」。

と
こ
ろ
が
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
よ
る
Ｎ
Ｃ
加
工

で
行
え
ば
、
機
械
な
の
で
24
時
間
駆
動
し
続
け

て
く
れ
ま
す
。
職
人
の
人
件
費
に
比
べ
れ
ば
コ

ス
ト
は
抑
え
ら
れ
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
が

実
現
で
き
ま
す
。

先
行
欧
州
と
は
異
な
る
切
削
法

　

伊
勢
金
型
工
業
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
レ
ー
ザ

ー
で
金
型
を
削
る
の
と
は
異
な
る
5
軸
加
工
機

で
切
削
す
る
方
式
を
選
択
し
ま
し
た
。
5
軸
加

工
機
に
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
複
雑
な
切
削
技

術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

数
セ
ン
チ
四
方
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
微
細
加
工
の

サ
ン
プ
ル
ま
で
は
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
メ
ー
カ
ー
に
話
を
持
っ
て
行
く
と
、「
面
白

い
が
実
用
化
で
き
る
か
」
と
問
わ
れ
ま
す
。
部

品
の
パ
ネ
ル
は
横
幅
が
数
十
セ
ン
チ
以
上
に
な

り
ま
す
。
小
さ
な
サ
ン
プ
ル
だ
け
で
は
メ
ー
カ

ー
の
不
安
は
解
消
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
試

作
品
ク
ラ
ス
の
大
き
い
物
を
作
る
と
な
る
と
、

金
型
の
製
造
費
用
だ
け
で
５
０
０
～
６
０
０
万

円
掛
か
り
ま
す
。
そ
れ
に
初
め
て
で
す
か
ら
、

作
れ
る
だ
ろ
う
と
は
思
っ
て
も
実
績
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
『
売
れ
る
か
ど
う
か
も
分
か

ら
な
い
の
に
…
』
と
社
内
で
慎
重
論
が
出
て
、

な
か
な
か
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
、
中
川
部
長
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

中
川
部
長
は
、
局
面
を
打
開
す
る
方
途
を
行

政
関
係
者
に
相
談
。
ふ
る
さ
と
財
団
の
新
技
術

開
発
補
助
金
と
い
う
制
度
が
あ
る
こ
と
を
教
え

て
も
ら
い
、応
募
し
ま
し
た
。「
採
択
さ
れ
る
と
、

社
内
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
ま
し
た
。
返
済
が
な

い
形
で
の
７
５
０
万
円
の
支
援
は
大
き
か
っ
た

で
す
。
試
作
レ
ベ
ル
の
大
き
さ
の
サ
ン
プ
ル
が

で
き
た
た
め
具
体
的
な
商
談
に
繋
が
り
ま
し
た
。

財
団
に
後
押
し
し
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
と
感
謝

し
て
い
ま
す
」

　

平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
度
の
ほ
ぼ
1
年

を
掛
け
て
、
①
加
飾
用
デ
ザ
イ
ン
の
デ
ジ
タ
ル

化
と
そ
の
修
正
技
術
②
デ
ザ
イ
ン
画
像
デ
ー
タ

の
局
面
へ
の
貼
り
付
け
と
糸
縫
い
合
わ
せ
、
し

わ
や
ヨ
レ
の
表
現
技
術
③
高
度
な
加
飾
を
表
現

で
き
る
微
細
な
５
軸
加
工
技
術
の
確
立
―
に
取

り
組
み
ま
し
た
。「
基
礎
の
技
術
は
あ
っ
た
の
で
、

大
き
く
す
る
だ
け
だ
か
ら
う
ま
く
い
く
だ
ろ
う

と
最
初
楽
観
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
っ
て
み
る

と
数
セ
ン
チ
と
数
十
セ
ン
チ
の
加
工
技
術
は
か

な
り
違
い
ま
し
た
。
加
飾
用
デ
ザ
イ
ン
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
た
め
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
使
っ
た
ら
、

意
匠
の
形
状
が
正
確
に
読
み
取
れ
な
か
っ
た
り
、

射
出
成
形
時
に
素
材
の
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
（
Ｐ

Ｐ
）
に
圧
力
を
掛
け
た
際
、
溝
部
分
の
底
に
ガ

ス
が
溜
ま
っ
て
浅
く
成
形
さ
れ
て
み
た
り
、
と

失
敗
も
あ
り
ま
し
た
。
皮
革
模
様
で
は
曲
が
っ

た
角
の
糸
の
縫
い
合
わ
せ
が
き
れ
い
に
出
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
問
題
を
ク
リ
ア

す
る
た
め
毎
日
工
夫
を
重
ね
、
結
局
金
型
は
３

回
ほ
ど
作
り
直
し
ま
し
た
」。
技
術
は
ハ
ー
ド

で
は
な
い
ソ
フ
ト
の
面
が
大
切
で
、
こ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
財
産
に
な
る
の
で
す
。

新
技
術
開
発
に 

従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

　

開
発
作
業
を
行
う
専
門
の
従
業
員
が
い
る
わ

「�基礎の技術はあったので楽観していましたが、�
数センチと数十センチの加工技術はかなり違いました。�
問題をクリアするため毎日工夫を重ね、�
結局金型は３回ほど作り直しました」
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け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
常
の
業
務
を
や
り
な

が
ら
に
な
り
ま
す
。
悪
い
言
い
方
を
す
れ
ば
、

余
分
な
仕
事
な
の
で
で
き
れ
ば
や
り
た
く
な
い

も
の
で
す
。「
そ
れ
が
逆
で
し
た
。
疲
れ
て
い

る
と
思
う
の
で
す
が
、
積
極
的
に
面
白
が
っ
て

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

上
が
っ
た
よ
う
で
す
」。
日
本
の
も
の
づ
く
り

の
職
人
魂
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
場
面
で
も
顕
在
で

し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
加
飾
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
確
立
さ

れ
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
の
自
由
度
が
広
が
っ
た

こ
と
で
、
従
来
の
ケ
ミ
カ
ル
シ
ボ
で
は
難
し

か
っ
た
幾
何
学
模
様
も
表
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
し
、
複
数
の
模
様
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
車
種
毎
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に

合
っ
た
内
装
を
施
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
国
内

大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
は
既
に
採
用
さ
れ
、

タ
イ
の
バ
イ
ク
メ
ー
カ
ー
と
も
詰
め
の
段
階
に

入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
自
動
車
以
外
の
製
品
の

引
き
合
い
も
あ
り
、
成
果
は
着
々
と
上
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
5
軸
加
工
機
に
よ
る
加
飾
シ
ボ

が
で
き
る
の
は
日
本
で
は
伊
勢
金
型
工
業
1
社
。

他
社
が
真
似
で
き
な
い
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
樹

脂
加
飾
技
術
を
我
が
物
に
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。

　
次
の
課
題
は
こ
の
財
産
を
ど
う
守
る
か
で
す
。

グ
ル
ー
バ
ル
展
開
、
特
に
中
国
に
工
場
を
持
っ

た
場
合
に
は
切
実
な
問
題
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。「
い
ろ
い
ろ
検
討
し
ま
し
た
が
特
許
は

や
め
ま
し
た
。
登
録
申
請
の
際
、
技
術
を
公
開

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
付
加
価
値

の
高
い
こ
の
技
術
を
使
っ
た
金
型
製
作
は
日
本

の
本
社
で
し
か
や
り
ま
せ
ん
。
海
外
の
工
場
で

は
汎
用
化
さ
れ
た
技
術
の
金
型
製
作
を
や
り
ま

す
」。
ノ
ウ
ハ
ウ
の
流
出
を
防
ぐ
手
立
て
も
万

全
の
よ
う
で
す
。

同社製の金型から作られた自動車部品など

伊勢金型工業株式会社
代 表 者▶中川克己
設　　立▶1969年３月
従業員数▶�80人
所 在 地▶�三重県伊勢市柏町1137-1
事業内容▶�金型の設計･製造など

Company Profile
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当
社
は
、
ク
ラ
ウ
ン
（
歯
の
被
せ
物
）
や
デ
ン
チ
ャ
ー

（
入
れ
歯
）、
歯
の
矯
正
装
置
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
（
人
工
歯
根
）

関
連
製
品
な
ど
を
製
造
す
る
歯
科
技
工
所
で
す
。
全
国
に
20

の
生
産
拠
点
と
42
の
営
業
所
が
あ
り
ま
す
。

１
９
５
３
年
に
和
田
精
密
鋳
造
研
究
所
と
し
て
創
業
し
、

当
時
は
入
れ
歯
の
土
台
の
み
の「
金
属
床
義
歯
専
門
技
工
所
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
拡
大
し
て
い
き

ま
し
た
。
当
社
の
代
名
詞
で
あ
る
「
メ
タ
ル
ボ
ン
ド
（
陶
材

を
焼
き
付
け
た
被
せ
物
）」
か
ら
始
ま
り
、
現
在
は
、
全
て

の
義
歯
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

『
口
福
』
～
何
よ
り
も
美
味
し
く
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る

美
し
い
口
も
と
創
り
～　

を
経
営
理
念
と
し
、
創
業
者
で
あ

る
和
田
弘
毅
が
、「
よ
り
人
の
口
に
合
っ
た
義
歯
を
」
と
の

思
い
か
ら
、
製
品
と
生
活
の
「
質
」
の
向
上
を
目
指
し
て
美

味
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
理
想
の
義
歯
作
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

社
内
資
格
・
研
修
制
度
の
充
実

当
社
で
は
社
内
資
格
制
度
・
研
修
制
度
を
設
け
て
お
り
ま

す
。
入
社
後
は
1
年
間
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
制
度
と
し
て
、
担
当
毎
に

先
輩
社
員
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
を
す
る
の
で
安
心
し
て

技
工
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
時
に
新
人
の
技
工

研
修
も
行
わ
れ
、
カ
ー
ビ
ン
グ
（
歯
型
彫
刻
）
と
い
う
石
膏

で
作
っ
た
棒
を
彫
っ
て
歯
の
形
に
す
る
と
い
っ
た
課
題
の
提

出
が
あ
り
ま
す
。

一
般
社
員
向
け
に
は
社
内
カ
ー
ビ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
や
社

内
外
の
講
師
に
よ
る
社
内
技
術
研
修
が
毎
年
数
回
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
歯
科
関
係
の
各
種
学
会
へ
の
参
加
や
発
表
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
大
阪
・

香
川
・
沖
縄
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
研
修
施
設
を
保
有
し
て

お
り
、
勤
続
3
年
で
大
阪
、
5
年
で
香
川
、
10
年
で
沖
縄
、

20
年
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
30
年
は
自
由
旅
行
と
、
永
年

勤
続
研
修
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

歯
科
技
工
士
の
さ
ら
な
る
技
術
力
向
上
の
た
め
に
、「
ス
ー

パ
ー
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
」
と
い
う
社
内
資
格
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、臨
床
経
験
が
豊
富
で
信
頼
が
厚
く
、技
術
・

知
識
と
も
に
非
常
に
優
れ
た
歯
科
技
工
士
に
与
え
ら
れ
る
称

号
で
す
。
ク
ラ
ウ
ン
や
デ
ン
チ
ャ
ー
と
い
っ
て
も
専
門
的
技

術
が
必
要
で
、
大
き
く
分
け
て
８
部
門
に
わ
か
れ
て
お
り
、 スーパーテクニシャン（社内資格）による技工作業の様子

本社ギコービル

和田精密歯研株式会社
代表者名：代表取締役社長　和田主

お も み
実

設立年月：1966（昭和 41）年 9 月 21 日
主要事業：歯科技工業
住所：〒 533-0031　 
　　　大阪市東淀川区西淡路 6 丁目 1 番 41 号
TEL：06-6321-1221
FAX：06-6321-1173
HP アドレス：http://www.labowada.co.jp/

地域貢献企業の会 会員企業紹介
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現
在
、
６
３
０
名
以
上
の
歯
科
技
工
士
の
う
ち
29
名
が
厳
し

い
実
技
及
び
筆
記
試
験
を
ク
リ
ア
し
、
技
工
の
現
場
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
技
工
物
の
製
作
の
他
に
も
学
会
発
表
や
症
例

報
告
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
を
後
輩
に
伝
授
す
べ
く
、
ス
ー

パ
ー
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
に
よ
る
社
内
技
術
指
導
や
、
先
生
方
に

向
け
た
講
演
会
等
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。資
格
取
得
後
も
、

学
会
参
加
や
症
例
報
告
な
ど
の
一
定
の
基
準
を
満
た
さ
な
け

れ
ば
資
格
を
剥
奪
さ
れ
ま
す
。
当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

ス
ー
パ
ー
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ご
覧
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
に
も
社
員
に
と
っ
て
よ
り
良
い
作
業
環
境
へ
の

改
善
に
取
り
組
み
、
こ
こ
数
年
で
順
次
、
全
国
の
拠
点
を
移

転
・
改
装
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
福
島
県
か
ら

産
業
復
興
企
業
立
地
補
助
金
を
い
た
だ
き
、
6
月
に
福
島
県

の
天
栄
村
に
当
社
最
大
の
新
社
屋「
東
日
本
加
工
セ
ン
タ
ー
」

が
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当
社
の
製
造
拠
点
の
中

で
最
も
作
業
環
境
が
整
っ
て
お
り
、
最
新
の
設
備
を
配
備
し

て
い
ま
す
。

歯
科
技
工
業
界
の
繁
栄
の
た
め
に

全
国
の
技
工
学
校
の
学
生
さ
ん
に
、
よ
り
歯
科
技
工
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
で
き
る
だ
け
長
く
従
事
し

て
い
た
だ
く
目
的
で
、
毎
年
学
生
を
対
象
と
し
た
「
歯
科
技

工
Ｇ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
課
題
に
基
づ

い
て
技
工
作
品
を
製
作
し
て
い
た
だ
き
、
当
社
ス
ー
パ
ー
テ

ク
ニ
シ
ャ
ン
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
も
と
、
本
科
・
専
攻
科

別
に
優
秀
作
品
を
選
出
い
た
し
ま
す
。
２
０
１
０
年
か
ら
開

催
し
て
お
り
、
本
年
で
6
回
目
と
な
り
ま
す
。
参
加
校
は
毎

年
平
均
39
校
で
、
延
べ
１
９
９
３
人
と
な
り
、
毎
年
多
く
の

学
生
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
も
多

く
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
た
く
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
一
部
の
技
工
学
校
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
ご
好
評

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
職
場
体

験
を
、
本
年
度
か
ら
全
国
に
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
全
国
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
臨
床
現
場
を
体
感
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
今
後
の
活
動
の
お
役
に
た
て
れ
ば
幸
い

で
す
。

一
方
で
、
情
報
発
信
の
少
な
い
歯
科
の
新
し
い
技
術
を
で

き
る
だ
け
多
く
の
一
般
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

香
川
県
庵
治
町
に

歯
の
美
術
館
と
し

て
２
０
０
５
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
の

が
「
歯ハ

ー

ト

Ａ
Ｒ
Ｔ
美

術
館
」
で
す
。
こ

ち
ら
に
は
ク
ラ
ウ

ン
、デ
ン
チ
ャ
ー
、

歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
関
連
の
製
品
や

美
術
工
芸
品
な
ど

を
常
設
展
示
し
て

お
り
ま
す
。
各
種

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に

放
映
や
誌
面
掲
載
を
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
文
化
振
興
に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
歯
科
や

歯
科
技
工
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
新
し

い
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
実
施
し
て
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
日
々
努
め
て
お
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
は
絵
画

や
彫
刻
、
写
真
の
展
示
、
夏
休
み
に
は
子
供
さ
ん
の
工
作
教

室
や
絵
画
教
室
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

歯
科
技
工
専
門
学
校
も
年
々
少
な
く
な
り
、
歯
科
技
工
士

の
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
高
齢
者
は
増

え
て
い
き
、
歯
科
技
工
士
は
さ
ら
に
必
要
と
な
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
化
（
Ｉ
Ｔ
化
）
が
進
み
、
ま

す
ま
す
そ
の
割
合
は
増
加
傾
向
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
一
人
で
も
多
く
の
方
が
歯
科
技
工
士

を
目
指
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
よ
り
一
層
患
者
様

の
「
口
福
」
の
た
め
、
歯
科
界
の
繁
栄
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

歯
ハ ー ト
ART美術館

福島県天栄村の東日本加工センター新社屋



22● AUG. 2015 vol.121

神
奈
川
県
横
須
賀
市
■
長
井
地
区

交
流
の
ま
ち
づ
く
り 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
全
体
概
要

● 

自
治
体
概
要 

●

横
須
賀
市
は
、
神
奈
川
県
南
東
部
に
位
置
す
る
三
浦
半

島
の
大
部
分
を
占
め
、
市
域
の
東
側
は
東
京
湾
、
西
側
は

相
模
湾
に
面
す
る
。江
戸
時
代
か
ら
国
防
の
拠
点
と
さ
れ
、

軍
港
都
市
と
し
て
栄
え
た
。
現
在
も
ア
メ
リ
カ
海
軍
第
７

艦
隊
、
海
上
自
衛
隊
の
基
地
が
置
か
れ
て
い
る
。
人
口
は

横
浜
市
、
川
崎
市
、
相
模
原
市
、
藤
沢
市
に
次
ぎ
県
第
５

位
と
な
っ
て
い
る
。

● 
事
業
の
背
景 

●

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
横
須
賀
市
の
西
部
に
位
置
す
る

長
井
地
区
を
舞
台
と
す
る
、
観
光
・
集
客
の
拡
大
を
軸
と

し
た
地
域
住
民
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
。
長
井
地
区
は
相
模
湾
に
面
す
る
横
須
賀
最
大
の
漁

港
を
持
ち
、
農
業
な
ど
第
１
次
産
業
が
盛
ん
な
、
人
口

９
０
０
０
人
ほ
ど
の
町
で
あ
る
。
ま
た
自
然
景
観
を
は
じ

め
「
長
井
海
の
手
公
園
ソ
レ
イ
ユ
の
丘
」
や
「
長
井
漁
港

の
朝
市
」
な
ど
の
観
光
・
集
客
資
源
も
有
し
て
い
る
。

し
か
し
長
井
地
区
は
横
須
賀
か
ら
み
て
三
浦
半
島
の
反

対
側
に
位
置
し
、
観
光
産
業
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
感
が
あ

る
。
ま
た
後
継
者
不
足
や
若
者
世
代
の
流
出
が
人
口
減

少
・
高
齢
化
の
進
行
に
拍
車
を
か
け
、
ま
ち
の
賑
わ
い
や

地
区
全
体
の
活
力
の
低
下
、
農
業
や
漁
業
の
競
争
力
の
低

下
、
観
光
・
集
客
資
源
を
十
分
に
活
か
し
き
れ
て
い
な
い

等
の
課
題
を
有
し
て
い
る
。

長
井
地
区
で
は
、
地
区
を
挙
げ
て
将
来
へ
の
大
き
な
危

機
感
を
持
っ
て
お
り
、
平
成
24
年
7
月
に
、
様
々
な
分
野

の
地
域
団
体
・
組
織
が
集
ま
り
「
長
井
地
区
体
験
た
び
推

進
協
議
会
」
を
発
足
。
住
民
主
導
で
、
地
域
の
活
力
と
未

来
を
生
み
出
す
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。　

● 

事
業
の
目
的 

●

東
京
近
郊
で
の
教
育
旅
行
の
需
要
に
合
わ
せ
て
、
東
京

か
ら
比
較
的
近
く
、
か
つ
、
長
井
の
自
然
を
活
か
し
た
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
で
き
る
強
み
を
活
か
し
、
修
学
旅

行
を
中
心
と
し
た
学
校
団
体
の
受
け
入
れ
を
切
り
口
に「
地

域
全
体
の
活
性
化
と
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
て
「
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
新
し
い
地
域
基

盤
・
地
域
資
源
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

事
業
目
的
達
成
の
た
め
の
５
つ
の
方
向
性

1�

　「
観
光
・
交
流
」
を
軸
と
し
た
新
た
な
交
流
基
盤
・

事
業
の
開
発
と
推
進

2�

　「
交
流
ま
ち
づ
く
り
」
を
担
う
人
材
の
教
育
と
育
成

3�

　
農
業
と
漁
業
の
６
次
産
業
化
で
経
済
効
果
と
新
・
地

域
資
源
を
生
み
出
す

4�

　
様
々
な
主
体
が
連
携
し
つ
つ
、
主
体
的
に
取
り
組
む

　
ふ
る
さ
と
財
団
は
総
務
省
と
連
携
し
、「
新
・
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
」
を
通
じ
て
、
市
町
村

が
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
た
豊
富
な
経
験
や
知
識
を
持
つ
外
部
人
材
の
派
遣
に
つ
い
て
様
々
な
形
で

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
外
部
人
材
派
遣
に
要
す
る
経
費
を
市
町
村
に
補
助
す
る
外
部
人
材
活
用
助
成
（
上
限

７
０
０
万
円
）
と
、
直
接
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
に
派
遣
費
用
を
支
払
う
外
部
人
材
派
遣
（
１
回

派
遣
の
【
初
期
対
応
型
】
と
最
大
６
回
派
遣
の
【
環
境
整
備
型
】）
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
外
部
人
材
活
用
助
成
の
事
例
を
２
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

新
・
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
の
紹
介
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手
法
を
構
築
・
推
進

5�

　
新
し
い
発
想
や
実
験
的
手
法
に
取
り
組
み
、
地
域
づ

く
り
の
モ
デ
ル
を
め
ざ
す

取
り
組
み
内
容

1　
協
議
会
組
織
体
制
づ
く
り

地
域
で
の
本
格
受
け
入
れ
を
実
施
す
る
た
め
、保
健
所
、

消
防
署
の
協
力
を
得
て
事
前
説
明
会
を
実
施
し
、
組
織
運

営
手
法
、
安
全
体
制
づ
く
り
、
賠
償
責
任
保
険
、
法
務
関

連
の
整
備
を
進
め
学
校
団
体
受
け
入
れ
の
意
義
を
共
有
。

2　

�

民
泊
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り

民
泊
家
庭
は
40
軒
を
超
え
、
10
月
に
は
福
岡
県
立
高
校

１
０
５
名
を
受
け
入
れ
た
。
平
成
28
年
に
は
２
９
８
名
の

受
け
入
れ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
低
１
０
０

軒
の
確
保
を
実
現
す
る
た
め
に
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
目
標
を
立
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
グ
ル
ー
プ
で
確
認
。

3　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
体
制
づ
く
り

日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
、
日
中
友
好
会
館
か
ら
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
、
中
国
の
学
生
受
け
入
れ
に
つ
い
て
情
報
収
集
を

行
い
、
両
団
体
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
旅
行
会
社
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
担
当
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
営
業
担

当
者
の
視
察
団
の
受
け
入
れ
を
実
施
。
ま
た
受
け
入
れ
住

民
の
た
め
に
、
ム
ス
リ
ム
セ
ミ
ナ
ー
、
言
葉
、
文
化
、
習

慣
を
理
解
す
る
場
を
設
定
。

4　
お
土
産
開
発

農
業
、
漁
業
を
他
の
産
業
分
野
と
連
携
さ
せ
た
６
次
産

業
化
支
援
、地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
お
土
産
開
発
支
援
。

5　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

農
業
・
漁
業
を
中
心
と
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
お

よ
び
講
習
会
の
実
施
。

6　
広
報
宣
伝
、
販
売
促
進

神
奈
川
県
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
連
携
し
た
取

り
組
み
、
旅
行
会
社
を
通
じ
た
効
果
的
、
効
率
的
な
販
売
ル 

ー
ト
の
確
立
。Ｈ
Ｐ
作
成
、ポ
ス
タ
ー
作
成
、チ
ラ
シ
配
布
。

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
活
躍

全
国
の
民
泊
事
業
の
立
ち
上
げ
か
ら
運
営
に
関
わ
る
第

一
人
者
の
経
験
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
人
脈
を
横
須
賀
に
注
入
し
、

各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
民
泊
を
超
え
る
受
け
入
れ
先
と

し
て
の
長
井
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
べ
く
地
域
住
民
に
多
く

の
助
言
を
行
っ
た
。

ま
た
、
民
泊
の
持
続
的
な
成
功
に
は
関
係
機
関
の
理
解

を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
神
奈
川
県
な
ど

の
協
力
を
得
る
べ
く
自
ら
が
先
頭
に
立
っ
て
精
力
的
に
活

動
し
た
。

主
な
成
果

２
０
１
４
年
度　

2
校　
　

１
６
７
名
（
実
施
済
）

２
０
１
５
年
度　

5
校　
　

５
３
１
名
（
予
約
済
）

２
０
１
６
年
度　

8
校　

１
３
４
３
名
（
予
約
済
）

地域住民の出迎え

入村式家業体験の様子
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岡
山
県
■
真
庭
市

里
山
資
本
主
義
に
基
づ
く 

中
和
地
域
振
興
事
業

事
業
全
体
概
要

● 

自
治
体
概
要 

●

　

真
庭
市
は
、
岡
山
県
の
北
部
、
中
国
山
地
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
県
内
で
最
も
広
い
面
積
を
持
つ
人
口
約

４
６
０
０
０
人
の
ま
ち
で
あ
る
。
北
部
に
は
、「
蒜ひ
る

山ぜ
ん

三さ
ん

座ざ

」

を
は
じ
め
津
黒
山
な
ど
標
高
１
０
０
０
㍍
級
の
山
々
が
鳥

取
県
と
の
県
境
を
形
成
し
、
津
黒
高
原
な
ど
の
広
大
な
高

原
地
帯
が
広
が
り
、
牧
歌
的
な
高
原
風
景
を
醸
し
出
し
て

い
る
。
南
部
に
は
、
肥
沃
な
平
坦
地
が
広
が
り
、
農
業
地

帯
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
林
業
・
製
材
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
西
日
本
の
中

で
も
有
数
の
木
材
集
積
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

● 

事
業
の
背
景 

●

真
庭
市
の
北
部
に
あ
る
中
和
地
域
（
旧
中
和
村
）
は
、

人
口
７
０
０
人
弱
の
典
型
的
な
中
山
間
地
域
で
あ
り
、
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

同
地
域
に
は
観
光
拠
点
で
あ
る
「
津
黒
高
原
荘
」
と
環
境

学
習
拠
点
で
あ
る
「
津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
」
が

あ
る
が
、
閑
散
期
の
平
日
利
用
者
が
乏
し
く
赤
字
経
営
か

ら
脱
却
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
同
地
域
で
は
、
真
庭
の
強

み
で
あ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
に
よ
る
新
た
な
生
業

創
出
と
都
市
住
民
や
企
業
と
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
で

同
地
域
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

● 

事
業
の
目
的 

●

真
庭
市
は
、
近
年
、
里
山
資
本
主
義
（
金
銭
換
算
で
き

な
い
里
山
の
価
値
や
資
源
を
活
か
し
て
経
済
再
生
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
活
を
め
ざ
す
）で
注
目
を
集
め
て
お
り
、

中
和
地
域
に
お
い
て
も
、
薪
の
活
用
を
中
心
と
し
た
「
小

さ
な
里
山
資
本
主
義
」
を
ベ
ー
ス
に
、
以
下
の
２
つ
を
本

事
業
の
主
な
目
的
と
し
、
地
域
振
興
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
。

1�　
薪
ボ
イ
ラ
ー
導
入
に
よ
る
地
域
資
源
の
活
用
と 

新
た
な
生
業
創
出

「
津
黒
高
原
荘
」
に
薪
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
、
地
域
住
民

（
森
林
所
有
者
等
）
を
主
体
と
し
て
、
薪
の
燃
料
供
給
を
行

う
体
制
づ
く
り
を
行
う
。ま
た
、森
林
の
手
入
れ
を
通
じ
て
、

生
物
多
様
性
の
改
善
や
CO2

吸
収
量
の
増
大
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、同
施
設
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り
、

地
域
住
民
に
よ
る
新
た
な
生
業
づ
く
り
に
取
組
む
。

2　
都
市
住
民
や
企
業
と
の
交
流
促
進

「
津
黒
高
原
荘
」
を
拠
点
に
企
業
や
学
校
向
け
の
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
交
流
促
進
を
図
る
。

取
り
組
み
内
容

1�　
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
の
た
め
の 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
地
元
学
）
の
開
催

同
地
域
は
「
何
も
な
い
地
域
」
で
あ
る
と
い
う
住
民
意

識
に
変
化
を
促
す
た
め
、
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
地
域

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
郷
土
へ
の
誇
り
を
醸
成

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
地
元
学
）
を
開
催
し
た
。

2�　
薪
ボ
イ
ラ
ー
導
入
の
検
討
と 

薪
供
給
の
仕
組
み
づ
く
り

同
地
域
の
宿
泊
拠
点
で
あ
る
「
津
黒
高
原
荘
」
に
薪
ボ

ワークショップ（地元学）の開催
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イ
ラ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
を
検
討
し
、
２
基
の
導
入
を
決

定
し
た
。
ま
た
、
薪
燃
料
の
供
給
を
行
う
仕
組
み
や
体
制

に
つ
い
て
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
行
う
と
と

も
に
、
薪
の
伐
採
・
搬
出
の
試
行
活
動
を
実
施
し
た
。

3�　
企
業
研
修
（
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
）
の
開
催

企
業
の
社
会
貢
献
活
動
、
CO2

排
出
削
減
等
の
環
境
対
策
、

社
員
研
修
、
保
養
・
健
康
増
進
、
地
域
交
流
（
未
来
の
ふ

る
さ
と
づ
く
り
）
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
、
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
施
設
の
視
察
、
地
域
住
民
と
の
交

流
や
意
見
交
換
、
ト
ン
ボ
の
森
づ
く
り
（
里
山
保
全
活
動
）

の
体
験
を
組
み
合
わ
せ
た
企
業
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施

し
た
。

4�　
高
校
生
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
開
催

　

同
地
域
に
お
け
る
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
と
、
民
泊
の

可
能
性
を
検
証
す
る
た
め
に
、
県
外
の
高
校
生
の
参
加
に

よ
る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

「
里
山
資
本
主
義
」
を
テ
ー
マ
に
、
真
庭
全
体
の
取
り
組

み
と
、
同
地
域
の
歴
史
や
自
然
、
暮
ら
し
に
学
ぶ
内
容
と

し
た
。

5　
小
中
学
生
の
体
験
学
習
の
受
け
入
れ 

　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
の
推
進

を
図
る
た
め
に
、
岡
山
県
の
三
大
河
川
の
一
つ
で
あ
る
旭

川
上
流
域
に
あ
る
中
和
小
学
校
と
、
下
流
域
に
あ
る
岡
山

市
内
の
小
学
校
と
の
交
流
活
動
を
実
施
し
た
。

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
活
躍

本
事
業
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
過
去
に
「
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
ツ
ア
ー
」
で
実
績
の
あ
る
東
京
農
業
大
学
農
山
村
支

援
セ
ン
タ
ー
の
５
名
が
担
当
し
た
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
専
門
家
と
し
て
、
薪
ボ
イ
ラ
ー
導

入
の
た
め
の
計
画
策
定
や
設
備
導
入
に
伴
う
補
助
金
活
用

に
関
す
る
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
を
対
象
と

し
た
勉
強
会
や
薪
づ
く
り
の
試
行
活
動
を
実
施
し
、
薪
供

給
に
関
す
る
地
域
の
合
意
形
成
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
、
企
業
研
修
や
高
校
生
の
教
育
旅
行
の
受
け
入

れ
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
行
い
、
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
実
施
の
支
援
を
行
っ
た
。

こ
う
し
た
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
助
言
や
支
援
の
も
と
で
、

地
域
の
方
々
に
よ
る
真
摯
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
結
果
、

新
た
に
薪
生
産
組
合
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ

ら
に
は
、
若
者
を
中
心
に
、
薪
の
販
売
・
管
理
や
特
産
品

開
発
等
を
行
う
地
域
振
興
組
織
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
い
う

機
運
も
生
ま
れ
て
き
て
お
り
、
今
後
、
さ
ら
な
る
事
業
展

開
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

※
本
事
業
は
Ｈ
26‌

〜

‌

27
年
度
事
業

薪の伐採・搬出の試行活動企業研修（モニターツアー）の実施

体験学習の実施

新・地域再生マネージャー事業の紹介
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指
定
管
理
者
の 

新
た
な
事
業
価
値
と
は

指
定
管
理
者
制
度
は
、
利
用
時
間
の
延

長
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
及
び
利
便
性
の
向

上
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
財
政
負
担
の

軽
減
に
も
資
す
る
制
度
と
し
て
活
用
さ
れ
、

約
10
年
を
経
過
し
た
現
在
で
は
、
公
の
施

設
を
管
理
運
営
す
る
上
で
不
可
欠
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
近
年
で
は
、
従
来
か
ら
の
制

度
運
用
上
で
定
め
ら
れ
た
業
務
に
と
ど
ま

ら
ず
、
指
定
管
理
者
が
こ
れ
ま
で
に
な
い

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
動
き
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
な
指
定
管
理
者

に
多
く
見
ら
れ
る
施
設
の
管
理
・
運
営
業

務
を
請
け
負
う
だ
け
で
な
く
、
公
共
と
民

間
の
工
夫
に
よ
り
、
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

出
や
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
な
ど
、

新
た
な
「
事
業
価
値
」
を
生
み
出
す
事
例

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
研
究
会
で
は
新
た
な
「
事
業
価
値
」

に
つ
い
て
、
仮
説
的
に
図
表
の
よ
う
な
定

義
を
設
定
し
、調
査
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

新
た
な
事
業
価
値
を
創
出
し
て
い
る 

指
定
管
理
者
施
設
の
調
査

本
研
究
会
委
員
か
ら
の
情
報
提
供
を
受

け
て
参
考
事
例
を
抽
出
し
、
当
該
行
政
及

び
指
定
管
理
者
の
協
力
を
得
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
事
例
調
査
結

果
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。（
①
施
設
概

要
・
②
副
次
的
効
果
）

1
佐
賀
県
立
宇
宙
科
学
館
（
佐
賀
県
）

①�

平
成
11
年
に
開
館
し
た
九
州
最
大
規
模

の
総
合
科
学
館
。「
参
加
や
体
験
」
を

中
心
に
、
科
学
を
面
白
く
楽
し
く
学
べ

る
施
設
。

②�

佐
賀
県
立
宇
宙
科
学
館
が
地
域
の
観
光

拠
点
と
な
る
こ
と
で
、
周
辺
の
自
治
体

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
観
光
情
報
の
発
信

や
他
施
設
と
の
積
極
的
な
連
携
が
開
始

さ
れ
、
近
隣
の
武
雄
市
図
書
館
と
と
も

に
、
地
域
の
２
大
観
光
拠
点
と
し
て
の

存
在
を
高
め
て
い
る
。

2
静
岡
県
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー（
静
岡
県
）

①�

静
岡
県
の
健
康
増
進
計
画
に
基
づ
き
実

施
す
る
健
康
づ
く
り
事
業
を
円
滑
に
行

う
た
め
の
施
設
。

②�

体
育
施
設
で
あ
り
な
が
ら
、
音
楽
、
料

理
、
カ
ル
チ
ャ
ー
等
、
多
様
な
教
室
や

イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
、
多
世
代
の
交

流
を
創
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
施
設
で

開
催
し
た
教
室
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

当
施
設
を
拠
点
と
し
た
住
民
間
の
新
た

な
サ
ー
ク
ル
が
生
ま
れ
て
い
る
。

3�

武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料
館�

（
武
雄
市
）

①�

「
代
官
山
蔦
屋
書
店
」
や
ツ
タ
ヤ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
活
用
さ
れ
た
、
図
書
館
・
蔦

屋
書
店
・
カ
フ
ェ
・
歴
史
資
料
館
・
メ

デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
な
ど
、「
行
政
」
と
「
民

間
」が
融
合
し
た
新
し
い
形
の
図
書
館
。

②�

ど
こ
に
で
も
あ
る
街
の
図
書
館
か
ら
、

年
間
約
１
０
０
万
人
を
集
客
す
る
施
設

に
成
長
、
地
域
の
観
光
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
担
う
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
人
が
集
ま
る
素
地
が
で
き
、
周
辺

宿
泊
施
設
の
稼
働
率
も
上
昇
し
、
近
隣

路
線
価
の
上
昇
な
ど
、
武
雄
市
の
知
名

度
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
寄
与
し
て

い
る
。

4
多
摩
六
都
科
学
館
（
西
東
京
市
）

①�

多
摩
六
都
の
５
市
が
運
営
す
る
観
察
・ 

実
験
・
工
作
が
楽
し
め
る
体
験
型

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。

②�

生
解
説
を
核
と
し
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
性
の
あ
る
体
験
の
場
が
提
供
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
、
科
学
を
仲
立
ち
と

し
た
、
多
様
な
立
場
・
世
代
間
で
の
多

様
な
交
流
の
機
会
を
創
出
し
て
い
る
。

平
成
26
年
度
指
定
管
理
者
実
務
研
究
会
の
成
果
報
告

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
新
た
な
事
業
価
値
の
創
造 

行政の期待以上のサービス、
当初想定しなかった効果

行政の直営により
可能なサービス水準

業務効率化、
財政負担の軽減
の効果等

民間の創意工夫が発揮された
先進的なサービス等

4
5

7

2

1

3

6

6
副
次
的
効
果

事
業
価
値

指
定
管
理
の
業
務
範
囲

新
た
な
事
業
価
値

本研究会での事例調査における新たな事業価値

　
指
定
管
理
者
制
度
を
地
方
公
共
団
体
が
運
用
す
る
際
の
課
題
・
問
題
の
解
決
の
た
め
、

ふ
る
さ
と
財
団
で
は
平
成
17
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
の
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
、「
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
新
た
な
事
業
価
値
の
創
造
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
１
年
間
調
査
研
究
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
研
究
会
の
成
果
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
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5�

門
司
港
レ
ト
ロ
産
業
観
光
施
設
及
び�

港
湾
環
境
整
備
施
設
（
北
九
州
市
）

①�
歴
史
を
伝
え
る
建
物
を
は
じ
め
、
大
正

浪
漫
薫
る
街
並
み
と
関
門
海
峡
を
臨
む

雄
大
な
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
整
備
さ
れ
た
観
光
８
施
設
。

②�

指
定
管
理
者
が
、
地
域
の
担
い
手
と
の

連
携
や
調
整
を
お
こ
な
い
、
地
域
の
意

見
を
統
括
す
る
地
域
連
携
の
中
核
的
な

存
在
と
な
っ
て
い
る
。
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
と
し
て
地
域
通
貨
「
門
司
港

レ
ト
ロ
ク
ウ
ポ
ン
」
を
門
司
港
レ
ト
ロ

全
体
の
集
客
対
策
と
し
て
導
入
し
、
年

間
3
万
2
千
セ
ッ
ト
を
販
売
す
る
な
ど

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

6�

い
く
と
ぴ
あ
食
花
お
よ
び�

ア
グ
リ
パ
ー
ク
（
新
潟
市
）

①�

食
と
花
の
交
流
セ
ン
タ
ー
、
動
物
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
、
こ
ど
も
創
造
セ
ン

タ
ー
及
び
ア
グ
リ
パ
ー
ク
で
構
成
さ
れ

る
体
験
交
流
型
施
設
。

②�

地
域
住
民
の
新
た
な
憩
い
の
場
と
し
て

の
空
間
価
値
が
向
上
し
、
市
民
の
新
た

な
交
流
拠
点
と
し
て
の
存
在
を
高
め
て

い
る
。

7�

こ
ど
も
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
タ
ウ
ン�

ま
・
あ
・
る
（
静
岡
市
）

①�

し
ご
と
や
も
の
づ
く
り
の
体
験
を
通
じ

て
、
こ
ど
も
た
ち
の
自
主
性
や
創
造
性

を
育
み
、
未
来
の
地
域
産
業
を
担
う
人

材
を
育
て
る
こ
ど
も
体
験
施
設

②�

ま
・
あ
・
る
と
地
域
と
の
相
互
関
係
が

構
築
さ
れ
る
こ
と
で
、
当
施
設
を
通
し

て
商
店
街
や
地
域
企
業
の
情
報
発
信
、

話
題
性
な
ど
が
創
出
さ
れ
、
地
域
の
活

性
化
に
寄
与
し
て
い
る
。

8�

津
野
町
農
村
交
流
施
設　

�

床
鍋
森
の
巣
箱
（
高
知
県
津
野
町
）

①�

廃
校
を
活
用
し
た
農
村
交
流
施
設
。
住

民
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
結
集
さ
せ
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る

「
居
酒
屋
」
や
「
集
落
コ
ン
ビ
ニ
」
の

ほ
か
、
地
域
外
の
人
々
と
の
交
流
を
促

進
す
る
た
め
の
「
宿
泊
施
設
」
の
機
能

を
有
す
る
施
設
。

②�
費
用
負
担
も
含
め
、
そ
の
後
の
運
営
の

一
切
を
地
域
が
担
う
こ
と
に
よ
り
、
地

域
住
民
の
自
主
性
と
連
帯
感
が
生
ま
れ
、

お
年
寄
り
の
生
き
が
い
創
出
や
活
力
に

繋
が
り
、
そ
れ
が
「
集
落
福
祉
」
へ
の

取
組
み
に
発
展
し
て
い
る
。

9�

デ
ザ
イ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン

タ
ー
神
戸
（
Ｋ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
）（
神
戸
市
）

①�

検
査
施
設
跡
地
を
、
市
民
・
事
業
者
と

の
つ
な
が
り
を
創
り
出
す
「
創
造
と
交

流
」
の
拠
点
と
し
て
再
生
し
た
施
設
。

②�

神
戸
市
の
各
部
署
が
、
そ
れ
ぞ
れ
抱
え

る
課
題
を
Ｋ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
に
持
ち
込
み
、

ゼ
ミ
で
の
取
扱
い
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と

で
、
間
接
的
に
市
民
が
行
政
の
政
策
決

定
に
関
与
す
る
機
会
が
創
出
さ
れ
て
い

る
。

�

��

も
り
ん
ぴ
あ
こ
う
づ
（
公
津
の
杜�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）（
成
田
市
）

①�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
、
そ
れ
と
は

別
運
営
で
図
書
館
分
館
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
複
数
機
能
を
有
す
る
複
合

施
設
。

②�

幅
広
い
年
齢
層
に
合
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
（
年
間
51
事
業
１
４
７
回
で
延
べ

８
０
０
０
人
が
参
加
）を
契
機
と
し
て
、

当
施
設
を
拠
点
と
し
た
住
民
間
の
新
た

な
サ
ー
ク
ル
が
生
ま
れ
て
い
る
な
ど
、

地
域
間
で
の
連
携
が
進
み
、
行
政
課
題

の
解
決
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

新
た
な
事
業
価
値
創
出
に
向
け
て
の 

視
点事

例
調
査
の
事
例
に
共
通
す
る
「
事
業

価
値
」
と
は
、
民
間
事
業
者
の
ア
イ
デ
ィ

ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
、
新
し
い
概

念
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
創
出
さ
れ

る
も
の
で
し
た
。

こ
う
し
た
「
事
業
価
値
」
創
出
に
つ
な

が
る
よ
う
な
よ
り
よ
い
民
間
提
案
を
引
き

出
す
た
め
に
は
、
行
政
側
に
お
い
て
も
、

既
存
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
概
念
に
捉
わ
れ

な
い
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
許
容
す
る
だ
け

の
柔
軟
な
発
想
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
、
行
政
側
で
、

当
該
公
の
施
設
の
事
業
価
値
と
は
果
た
し

て
何
で
あ
り
、
事
業
価
値
を
創
出
す
る
た

め
に
民
間
事
業
者
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を

期
待
す
る
の
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
制
度
導
入
を
契
機
と
し
た
民

間
事
業
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
再
整
理
、

明
確
化
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
新
た
な
「
事
業
価
値
」
と
は
、

民
間
事
業
者
に
全
て
を
委
ね
る
こ
と
で
自

然
発
生
的
に
創
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
い
地
域
に
お

け
る
当
該
公
の
施
設
の
役
割
と
価
値
を
再

認
識
し
、
地
域
の
将
来
像
を
ど
の
よ
う
に

描
く
の
か
と
い
っ
た
行
政
側
の
明
確
な
方

針
が
あ
っ
て
こ
そ
は
じ
め
て
創
出
さ
れ
る

価
値
と
言
え
ま
す
。

な
お
、
報
告
書
の
全
文
は
公
民
連
携

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
お
い
て
公
開
し
て
い

る
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

指定管理者実務研究会の様子
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平
成
27
年
３
月
４
日
、
秋
田
市
の
秋
田
魁
新
報

社
さ
き
が
け
ホ
ー
ル
に
て
、秋
田
銀
行
主
催
の「
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
財
団
で
は
、
平
素
よ
り
ふ
る
さ
と
融

資
の
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
地
方
銀
行

と
多
様
な
分
野
に
お
い
て
協
力
・
連
携
す
る
こ
と

で
、
地
域
に
お
け
る
民
間
事
業
活
動
等
の
積
極
的

展
開
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ふ
る

さ
と
融
資
の
取
扱
実
績
も
多
い
秋
田
銀
行
と
当
財

団
と
が
連
携
し
、
秋
田
県
内
の
地
方
公
共
団
体
の

皆
様
に
、
公
共
施
設
の
総
合
的
な
管
理
運
営
手
法

に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

当
日
は
秋
田
銀
行
取
締
役
執
行
役
員
営
業
副
本

部
長
・
高
田
眞
千
様
及
び
当
財
団
融
資
部
長
・
吉

田
裕
人
か
ら
挨
拶
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
の
主
旨
と

秋
田
県
内
に
お
け
る
銀
行
・
地
方
公
共
団
体
・
当

財
団
の
業
務
協
調
の
状
況
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

引
き
続
き
当
財
団
開
発
振
興
課
参
事
役
・
岡
田

正
幸
が
講
師
を
務
め
、「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
進
め
方
と
出
口
戦
略
の
考
え
方
」
に
つ
い
て

説
明
す
る
と
と
も
に
、
当
財
団
開
発
振
興
課
参
事

役
・
田
中
泰
彦
が
講
師
を
務
め
、「
公
共
施
設
更

新
費
用
試
算
ソ
フ
ト
の
実
務
講
習
お
よ
び
活
用
方

法
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

秋
田
県
や
県
内
17
市
町
村
の
職
員
等
69
人
に
参

加
い
た
だ
き
、
総
務
省
が
地
方
公
共
団
体
に
要
請

し
て
い
る
公
共
施
設
の
総
合
管
理
計
画
策
定
に
向

け
て
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平と
　
き



成
27
年
３
月
４
日

秋と
こ
ろ

田
魁
新
報
社
さ
き
が
け
ホ
ー
ル

紹
介

秋
田
銀
行
主
催

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
の

セミナーの様子

ふ
る
さ
と
財
団
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
導
入
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

今
回
は
、
秋
田
銀
行
様
と
連
携
し
て
実
施
し
た
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
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公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
進
め
方
と 

出
口
戦
略
の
考
え
方

ふ
る
さ
と
財
団
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
「
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
導
入
支
援
の
取
組
み

を
始
め
、
調
査
研
究
事
業
と
し
て
、「
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
進
め
方
と
出
口
戦
略
の
考
え
方
」

に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
当
セ
ミ
ナ
ー

で
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
整
理
し
て
、
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
る
上
で
の
留
意
点
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必
要
性
と

し
て
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
高
度
経
済

成
長
期
に
集
中
投
資
さ
れ
た
公
共
施
設
の
老
朽
化

が
進
む
一
方
で
、
厳
し
い
財
政
事
情
か
ら
更
新
・

修
繕
費
用
の
確
保
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
住
民
ニ
ー
ズ
の
変

化
や
、
災
害
時
の
避
難
場
所
の
再
検
討
と
い
っ
た

課
題
も
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
単
な
る
更
新
や
保
全
で
は
な

く
、
財
政
運
営
と
連
動
し
な
が
ら
管
理
活
用
す
る

仕
組
み
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

次
に
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
進
め
方
と
し

て
、
第
１
ス
テ
ッ
プ
「
公
共
施
設
の
実
態
把
握
」

の
段
階
、
第
２
ス
テ
ッ
プ
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
方
針
策
定
」
の
段
階
、
第
３
ス
テ
ッ
プ

「
個
々
の
施
設
の
実
施
計
画
の
策
定
及
び
計
画
の

実
践
」
の
段
階
、
第
４
ス
テ
ッ
プ
「
評
価
・
改
善
」

の
段
階
に
つ
い
て
概
説
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
4
月
、
総
務
大
臣
か
ら
地
方
公
共
団

体
に
対
し「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」（
以
下
、

「
総
合
管
理
計
画
」
と
い
う
。）
策
定
要
請
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
総
合
管
理
計
画
と
は
、
公
共
施
設
等

の
全
体
の
状
況
を
把
握
し
、
長
期
的
な
視
点
を
も

っ
て
、
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
を
計
画

的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
財
政
負
担
を
軽
減
、
平

準
化
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
等
の
最
適
な
配

置
を
実
現
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。
平
成
28
年
度

ま
で
に
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
で
策
定

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
要
請
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
で
総
合
管
理

計
画
策
定
が
進
め
ら
れ
る
一
方
で
、
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
出
口
戦
略
に
つ
い
て
は
情
報
が
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
財
団
で
こ
れ
ま
で
研

究
を
進
め
て
き
た
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
公
民
連
携
手
法
の

事
例
も
交
え
な
が
ら
、
出
口
戦
略
の
手
法
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
更
新
費
用
試
算
ソ
フ
ト
の

実
務
講
習
お
よ
び
活
用
方
法

ふ
る
さ
と
財
団
で
は
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
の
導
入
支
援
と
し
て
、「
公
共
施
設
更
新
費

用
試
算
ソ
フ
ト
」
を
全
国
の
地
方
公
共
団
体
の
使

用
に
供
す
る
た
め
に
無
償
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ソ
フ
ト
は
、
総
務
省
の
協
力
の
も
と
「
更

新
費
用
試
算
ソ
フ
ト
（
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ 
形
式
）」
に

改
良
を
加
え
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
た
も
の
で

す
。

ソ
フ
ト
の
特
徴
は
、
公
共
建
築
物
の
他
、
道
路

や
橋
り
ょ
う
、
上
下
水
道
な
ど
も
対
象
と
し
て
お

り
、
将
来
の
更
新
費
用
は
、
保
有
数
量
に
更
新
単

価
を
乗
じ
る
こ
と
に
よ
り
簡
易
推
計
し
ま
す
。
こ

の
ソ
フ
ト
の
活
用
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ラ
資
産
を
含

む
公
共
施
設
の
保
有
量
を
把
握
し
、
人
口
あ
た
り

の
施
設
量
が
他
市
町
村
と
比
べ
て
ど
の
程
度
多
い

か
・
少
な
い
か
を
分
析
し
た
り
、
未
耐
震
施
設
の

年
度
分
布
を
把
握
し
、
喫
緊
に
対
応
が
必
要
な
施

設
が
ど
の
程
度
あ
る
か
を
整
理
し
た
り
、
将
来
の

更
新
費
用
を
試
算
し
、
更
新
の
ピ
ー
ク
時
期
が
い

つ
頃
に
な
り
そ
う
か
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

こ
の
ソ
フ
ト
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
具
体
の
画

面
を
表
示
し
な
が
ら
操
作
方
法
と
活
用
方
法
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

な
お
、
ソ
フ
ト
は
公
民
連
携
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

に
お
い
て
公
開
し
て
い
る
の
で
、
是
非
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

問い合わせ先 	（一財）地域総合整備財団　開発振興部開発振興課
	 TEL：03-3263-5758　FAX：03-3263-7423
	 E-mail：kaihatsu-ka@furusato-zaidan.or.jp

「公共施設更新費用試算ソフト」画面（例）
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新・地域再生マネージャー事業
地域の自立的活動・雇用創出の仕組みづくりに向けた取組を支援

 1 外部人材活用助成事業 

　地域再生に取り組む市町村に対して、地域の課題を解決する外部の専門的人材を活用する費用等を助成
するものです（助成対象経費の2／3以内。上限700万円）。平成27年度は、以下の事業を採択しました。

No. 都道府県 市町村 事業名 事業概要

1 青森県 五所川原市
五所川原農林高校と地域事
業法人 ACT を核とした就農
就労型６次化事業

① ACT 連絡委員会、②リーダー人材育成、③新規就農アカデミープログラム
の開発、④ブランド認証制度の稼働と検証、⑤生産加工クラブの拡充、⑥消費
者クラブの拡充、⑦海外輸出に向けた実施体制の構築

2 山形県 長井市 ながいシティプロモーショ
ン推進事業

①地域おこし協力隊連携事業、②まちの魅力創造事業、③戦略的情報発信事業、
④物的交流拡大事業、⑤交流人口拡大事業

3 山形県 飯豊町 いいもんだ中津川　持続可
能運営体への道

①現状把握：平成 26 年度事業（環境整備型）のおさらい、再認識、②組織化：
持続可能性のある組織形態／中津川地区に最も適した組織のあり方／変化する
ビジネス環境に対応できる組織構築／先進事例視察、③組織運営：スタート
アップ時の課題／運営キーマンの選定、人材育成

4 新潟県 粟島浦村 粟島の未来創生事業
①既存事業の細分化・集約による新たな起業モデル（事業の再配分モデル）構
築、②産業連携による地域内消費拡大、③観光基盤の強化、④子どものキャリ
ア教育プログラム、⑤島の多様な働き方検討

5 新潟県 三条市

「健幸長寿社会を創造するス
マートウエルネスシティ総
合特区」の具体的な推進の
ための横断的な組織づくり

①「まちなか交流広場」整備に係る人材育成、②①に合わせた横断的な組織づ
くり、③スマートウエルネス三条推進計画の推進

6 福井県 高浜町
「6 次産業振興型　城山ライ
フスタイル」魅力向上プロ
ジェクト

①儲かる漁師づくり支援：H26 に検討した漁家の収益向上に繋がる儲かる仕
組みの実践、②漁協の経営改革への取組：H26 の各支所ヒアリング結果をも
とに漁協経営体質強化、③周辺エリアの賑わい創出支援：渚の交番プロジェク
ト（海辺の拠点）と街中エリア連携

7 長野県 須坂市
保健補導員制度を活用した
生涯健康都市 / 現役都市「す
ざか」創生プロジェクト

①須坂エクササイズを他地域に発信、②健康おすそ分けツアーの３回開催、③
郷土食は健康長寿食講座、④須坂の匠との人材交流

8 三重県 鳥羽市
鳥羽市漁業と観光の連携事
業による活性化プロジェク
ト

①地産地消推進事業、②体験プログラム造成及びワンストップ窓口構築事業、
③域内調達率の調査、④鳥羽市漁業と観光連携計画の遂行・評価・見直し事業

9 兵庫県 丹波市 新エネルギー普及推進事業　　
①森を宝に変える「木の駅プロジェクト」仕組みづくり、②森林資源調査、③
林業民泊：「林業民泊プロジェクト」の立ち上げ準備、④薪ボイラー導入・普
及

10 和歌山県 紀の川市
フルーツ・ツーリズムの展開 
によるファン獲得プロジェ
クト

①商品開発、②体験プログラムの開発と体験イベントの実施、③フルーツのま
ちの雰囲気づくり、④機運の醸成、⑤フルーツのまちのプロモーション強化、
⑥持続的体制の構築

11 和歌山県 橋本市

広 域 観 光 ビ ジ ネ ス 共 同 体
（DMO）の設置による地域
イノベーション推進事業　
―日本型 DMO による事業
創造に向けて―

①行政とプラットフォームの機能整理、②事業計画の策定、③組織体制の整備、
④広域の自治体・観光関連事業者への参画要請、⑤市民向けセミナーの実施、
⑥ DMO 業務管理のシステムによるインフラ整備、⑦東京・大阪での観光・特
産品プロモーション

12 岡山県 真庭市 里山資本主義にもとづく地
域振興組織設立支援事業

①組織の法人化、②薪燃料供給の事業化、③薪ビジネスの展開、④特産品開発、
⑤民泊受け入れネットワーク構築⑥ホームページ開設

13 高知県 安芸市 じゃこシティを目指した食
による地域づくり事業

①接点構築、②じゃこ漁体験ツアー商品開発・実施、③じゃこ加工見学ツアー
商品開発・実施、④サミットにおけるじゃこ実演販売、⑤全国サミットに向け
た各種施策展開、⑥機運醸成を目的とした勉強会開催

平成27年度 事業について 1
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 2 外部人材派遣事業 

　地域再生に取り組む市町村に対して外部の専門的人材を派遣し、助言等を行うものです。
　　「環境整備型」…地域再生の機運を醸成し、環境整備を行うもの（原則６回派遣）
　　「初期対応型」…地域課題解決に向けた方向性の提言を行うもの（原則１回派遣）
　平成27年度は、以下の事業を採択しました。

環境整備型

No. 都道府県 市町村 事業名

1 北海道 白老町 「民族共生の象徴となる空間」整備に伴う活性化推進戦略の構築

2 秋田県 能代市 地域資源を活用した地域プロモーション事業

3 石川県 七尾市 海業活性化支援事業

4 長野県 飯田市 上村御膳プロジェクト

5 兵庫県 洲本市 京阪神のごちそう！魚のまち『由良』から、美味しい魚を食卓へ。

6 和歌山県 印南町 ～地域をひとつの方向へ～　いまこそ印南のヘンタイ時

7 香川県 観音寺市 観光交流の振興による地域づくりまちづくりをめざしたプラットホームづくり

8 福岡県 芦屋町 芦屋町 No1 プロジェクト　～地域の独自性を生かしたまちづくり～

初期対応型

No. 都道府県 市町村

1 北海道 旭川市

2 埼玉県 美里町

3 和歌山県 美浜町

4 愛媛県 東温市

問合せ先 地域再生部地域再生課　 03-3263-5736    saisei-ka@furusato-zaidan.or.jp

地域づくりの取り組み方法、方向性で困っておられる市町村に訪問し、 
課題をはっきりさせ、次につながる処方箋をお示しいたします。

ご相談は地域再生部まで‼

平成27年度 事業について 2

新技術・地域資源開発補助事業
地域産業の育成・発展を支援

　企業等の新技術・地域資源を活用した新商品開発等に対し市区町村が支援を行う場合に、ふるさと財団
が当該市区町村に対し補助金を交付することで、地方創生に資するような地域における投資や雇用の創出
を促進しようとするものです。平成27年度は、以下の案件を採択しました。
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平成27年度 事業について 3

まちなか再生支援事業（補助金）
まちなか空間の再生を支援

　まちなかの様々な課題を解決するために、まちなか空間における生活及び交流拠点としての機能の維
持・拡大を図りたいと考える市町村が、実際にまちなか再生の取り組みを推進するにあたり、具体的・実
務的ノウハウを有する専門家等に業務の委託等をする費用の一部を助成するものです。専門家のノウハウ
を活用してまちなか再生を進める「まちなか再生専門家活用型」と、大学の教員と学生が地域の現場に入
り、市町村や地元関係者とともにまちなか再生に取り組む「大学連携型」の２つの事業パターンがあります。
平成２７年度は、以下の案件を採択しました。

No. 都道府県 市町村 種別 プロデューサー・事業内容

1 北海道 津別町 大学連携

筑波大学システム情報系社会工学域長  教授 大澤 義明 氏
都市機能を集約し、コンパクトなまちなか空間の形成を図るとともに、住民、特に若い世代が、
大学との交流を通じて、まちづくりに能動的に参画する仕組みを構築し、住民が誇りを持って住
み続けたいと思えるような持続可能なまちづくりを目指す。

2 岩手県 紫波町 専門家
株式会社アフタヌーンソサエティ  代表取締役 清水 義次 氏
オガールプロジェクトで得た官民連携手法を活かし、対象区域で課題となっている遊休不動産の
利活用を進めるとともに、里山の魅力・地域資源も取り込み、中心市街地の活性化を図る。

新技術開発補助

No. 都道府県 市町村 事業者 事業名

1 北海道 奈井江町 拓友工業（株） 未利用資材の木質チップと羊毛を用いた超高断熱シートの開発

2 青森県 八戸市 （株）抗菌研究所 青森県産ホタテ貝殻と山菜を使用した新しい抗菌消臭と防カビ機能を持つ
ウェットタオルの研究開発事業

3 愛媛県 八幡浜市 オレンジベイフーズ（株） 全世代対応ソフト食の開発・販売

地域資源開発補助

No. 都道府県 市町村 事業者 事業名

1 北海道 函館市 函館ひろめ堂（株） 真昆布の糖化熟成加工による熟成感のある美味しいダシ原料 ( 蔵出し風昆布 )
の加工技術と量産技術の開発

2 茨城県 常陸太田市 亀印製菓（株） 「常陸新餅」製造開発事業

3 京都府 和束町 （一財）和束町活性化センター 和束茶と和束産ハーブのブレンドティーの開発

4 福岡県 福智町 上野焼協同組合 伝統的工芸品「上野焼」を活用した高付加価値器製品開発

5 長崎県 対馬市 特定非営利活動法人
對馬次世代協議会

「ニホンミツバチの島」の伝統文化を次世代産業につなげるための「巣蜜」商
品開発事業

問合せ先 融資部企画調整課　 03-3263-5586    kikaku-ka@furusato-zaidan.or.jp
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公民連携調査研究会（研究モデル事業）
公共施設マネジメントの推進を支援

　民間のノウハウを活用した新たな公共施設マネジメントについて、モデル市町村によるケーススタディ
を行い、研究成果を全国に発信することを目的とし、研究モデルとして採択した市町村に対し、民間事業
者や大学等への委託費用の一部を助成するものです。平成27年度は、以下の案件を採択しました。

No. 都道府県 市町村 連携組織・事業内容

1 秋田県 美郷町

首都大学東京都市環境学部（山本康友客員教授）
首都大学東京大学院都市環境科学研究科（小泉雅生教授）
第一次公共施設再編計画の検証と新たな計画の検討・インフラ（道路）のあり方検討（道路除雪見直し計画の
客観的評価）

2 東京都 町田市

早稲田大学理工学術院（小松幸夫教授）
首都大学東京都市環境学部（李祥準准教授）
整備された公会計情報の公共施設マネジメントへの活用・全庁的に整備された施設台帳の活用・インフラを含
めた公共施設マネジメントの実行計画の検討

3 三重県 松阪市
名古屋大学環境学研究科（谷口元特任教授）
公共施設等総合管理計画と個別計画の一体的策定・市民討議会による市民意見の集約・簡易手法による PFI 等
公民連携事業の検討

4 京都府 精華町
関西学院大学経営戦略研究科（石原俊彦教授）
統一的な基準による固定資産台帳の整備・公会計情報の公共施設マネジメントへの活用

5 長崎県 諫早市
長崎大学工学部インフラ長寿命化センター（松田浩教授）
ネットワーク系インフラ関連事業者間の連携方策の検討・インフラ維持管理の受け皿となる地元組織の検討

問合せ先 開発振興部開発振興課　 03-3263-5758    kaihatsu-ka@furusato-zaidan.or.jp

No. 都道府県 市町村 種別 プロデューサー・事業内容

3 栃木県 高根沢町 大学連携

宇都宮大学大学院工学研究科 准教授 佐藤 栄治 氏
対象区域をコアタウン（中心拠点）、各小学校区をサテライトタウン（地域拠点）として位置付け、
これを維持していくために必要なコアタウンとしての機能のあり方を、学生が地域に居住しなが
ら産官学金民で連携して検討していくとともに、その結果を「まち、ひと、しごと創生地域総合
戦略」として位置付ける。

4 群馬県 前橋市 専門家
株式会社オリエンタル群馬  主任研究員 藤橋 誠 氏
ホール等の文化機能を充実させ、市民の潜在的な需要を掘り起こすことで、既存公共ストックの
有効活用を図り、来街者の増加、ひいてはまちなか居住の推進を図る。

5 佐賀県 佐賀市 専門家

株式会社ワークヴィジョンズ  代表取締役 西村 浩 氏
空き家、空き店舗を地域資源として持続的に再生、活用を図る仕組みを構築するとともに、エリ
アの魅力の発掘、発信及び回遊ルートの整備により、まちなか全体の魅力向上に繋げ、居住者、
来街者、歩行者の増加を図り、地域の賑わいを創出する。

問合せ先 開発振興部開発振興課　 03-3263-5758    kaihatsu-ka@furusato-zaidan.or.jp
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で
の
研
究
を
通
じ
て
学
ん

だ
こ
と
を
、
帰
任
後
も
役
立
て
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
当
財
団
は
、自
治
体
か
ら
の
出
向
者
の
ほ
か
、

金
融
機
関
、
民
間
企
業
か
ら
の
出
向
者
ら
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
間
企
業
の
方
々
と
仕
事

を
す
る
中
で
、
経
営
的
な
視
点
な
ど
役
場
で
は

得
ら
れ
な
い
新
た
な
知
識
が
身
に
つ
い
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
総
務
省
や
内
閣
府
の
方
々
や

私
た
ち
同
様
に
地
方
か
ら
出
向
し
て
い
る
自
治

体
職
員
と
の
交
流
な
ど
も
芽
生
え
、
国
の
最
新

動
向
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
情

報
を
交
換
し
合
え
て
い
る
ほ
か
、
地
方
を
訪
問

し
た
際
に
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
マ
ン
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
同
世
代
の
職
員
の
方
々
と
の
出
会

い
も
、
同
じ
公
務
員
と
し
て
大
き
な
刺
激
を
受

け
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
学
生
時
代
に
町
を
離
れ
て
い
た
も
の

の
、
社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
は
、
若
狭
か
ら
出

た
こ
と
も
無
い
た
め
、
今
ま
で
当
た
り
前
と

思
っ
て
い
た
こ
と
が
そ
う
で
な
か
っ
た
り
、
ま

た
、
若
狭
の
素
晴
ら
し
さ
が
再
認
識
で
き
た

り
、
全
国
や
都
市
部
か
ら
見
た
発
想
が
生
ま
れ

た
り
な
ど
、気
づ
く
事
ば
か
り
で
す
。こ
れ
は
、

帰
任
後
の
仕
事
や
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
町
で
の
仕
事
を
出
発
点
と
し
て
、
財
団
で
新

し
く
幅
広
い
知
識
を
得
て
、
そ
し
て
あ
ら
た
め

て
町
に
貢
献
し
た
い
気
持
ち
が
増
幅
し
、
不
思

議
な
循
環
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
方
創
生
と

い
う
流
れ
の
中
、
こ
の
ご
縁
を
大
切
に
し
て
、

多
く
の
事
を
学
び
、
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

日本遺産に認定された鯖街道の「熊川宿」

名勝三方五湖と年縞　

若狭町プロフィール おいしいもの
うなぎ
アオリイカ
紅映梅
熊川葛

見どころ
熊川宿
レインボーライン
名水百選瓜割の滝

まちづくり自慢
かみなか農楽舎
（農業振興・移住）
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●

●

京
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随感随筆
少子化対策について
地域総合整備財団〈ふるさと財団〉顧問

（元自治事務次官）　松本 英昭

「ふるさと企業大賞」に輝いた 社長に聞く
沖縄の「宝物」を磨き、“知”のテーマパーク展開
株式会社南都 代表取締役社長　大城 宗直 氏

平成 26 年度 
地域産業の育成・支援に関する
調査研究事業報告書

新技術・地域資源開発補助事業
デジタル加飾の先進技術を研究開発
伊勢金型工業株式会社

地域貢献企業の会 会員企業紹介
和田精密歯研株式会社

新・地域再生マネージャー事業の紹介
神奈川県横須賀市／岡山県真庭市

平成 26 年度
指定管理者実務研究会の成果報告

秋田銀行主催
公共施設マネジメントセミナーの紹介

平成 27 年度 事業について
１ 新・地域再生マネージャー事業
２ 新技術・地域資源開発補助事業
３ まちなか再生支援事業（補助金）
４ 公民連携調査研究会（研究モデル事業）

職員レポート
このご縁を大切に
開発振興部開発振興課　池田和哉

財団日誌
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平成 27 年 8 月１日発行 ※平成27年８月10日から、事業所移転に伴い以下のとおり変更になります。

財 団 日 誌 H27  4 月▶▶▶ 6 月

日　　付 内　　容 場所等

4 月21日 公民連携（PFI）アドバイザー派遣 大阪府泉佐野市

4 月28日 公民連携（指定管理者）アドバイザー派遣 奈良県黒滝村

4 月30日 公民連携（公共施設マネジメント）アドバイザー派遣 奈良県橿原市

5 月 1 日 公民連携（公共施設マネジメント）アドバイザー派遣 秋田県美郷町

5 月12日 公民連携（PFI）アドバイザー派遣 栃木県

5 月14日〜15日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材派遣 [ 環境整備型 ] 石川県七尾市

5 月15日 ふるさと財団業務説明会 青森県

5 月20日 公民連携（指定管理者）アドバイザー派遣 群馬県館林市

5 月25日〜26日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材派遣 [ 環境整備型 ] 北海道白老町

5 月27日 公民連携（PFI）アドバイザー派遣 岩手県花巻市

5 月28日 公民連携（PFI）アドバイザー派遣 兵庫県宝塚市

5 月28日 新技術・地域資源開発補助事業選考委員会 東京都（財団内）

6 月 1 日〜 2 日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材派遣 [ 環境整備型 ] 兵庫県洲本市

6 月 4 日 ふるさと財団業務説明会 長野県

6 月 7 日〜 8 日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 和歌山県紀の川市

6 月 8 日 ふるさと財団業務説明会 群馬県

6 月 8 日 ふるさと財団業務説明会 熊本県

6 月11日〜12日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 新潟県三条市

6 月16日 第1回公民連携調査研究会 東京都（財団内）

6 月17日 公民連携（公共施設マネジメント）アドバイザー派遣 三重県松阪市

6 月20日〜21日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材派遣 [ 環境整備型 ] 秋田県能代市

6 月22日 公民連携（公共施設マネジメント）アドバイザー派遣 埼玉県

6 月23日 第1回指定管理者実務研究会 東京都（財団内）

6 月23日 ふるさと財団業務説明会 大分県

6 月25日 ふるさと財団業務説明会 宮城県

6 月25日〜26日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 新潟県粟島浦村

6 月29日〜30日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 三重県鳥羽市




